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1. 成功を妨げる「カベ」の種類 

ストレス源 
アンバランス

感情 

Beニーズ 

Doニーズ 

充足手段探し 

充足手段実行 

不満足 

充足手段が満足できない 

生理的 
心理的 
不快 

地球/社会/経
済/家族/学校
などにおける 
Beニーズに反
する状態 

＝アンバラン
ス感情の原因 

図表１ 三種の「カベ」の相関図 

①カベ ②カベ 

③カベ 



2. 「カベ」突破の手段 

① ストレス源 
 
対象となるストレス源の
解決に挑戦 

 

〈例〉 
この目的を達成すれば、成功
することが分かっているのに
上司を説得できない状態を解
決する挑戦 

② アンバランス感情 
 
Doニーズを発生させ、そ
の充足手段を実行 

 

〈例〉 
このまま成功が遠のく不安を
解消する手段を実行する 

③ 不満足 
 
充足手段のパフォーマン
ス向上に挑戦 

 

〈例〉 
失敗不安解消のための手段が
失敗、その改善に挑む 



成功 

〈目的〉 

カベ 

〈阻害〉 

挑戦 

〈実行〉 

挑戦し 

続ける 

アキラメない続
ける 

(メラキ直る） 

挑戦を 

止める 

アキラメ
る 

メラキ
直る 

3. カベ突破の実情 
二つの分かれ道 

カベを前にして「挑戦」が続けられる場合と「挑戦」を止める場合に分かれる。前者
は「アキラメない」ことを続け、後者は「アキラメる」という行動となり、当面のカ
ベは破れないが、目的を達成する別の手段に「メラキ直って」挑戦しつづければいず
れその目的は達成される。すなわち、アキラメない続け（メラキ直る）ても、アキラ
メても、目的達成をアキラメない限り、いずれカベを破ることができるのである。 

つらい 

やさしい 



4. 挑戦を続けるか否かの要因 

達成ニーズの強さ 

強 弱 

カ 
ベ 

高 挑戦つづく 挑戦やめる 

低 挑戦つづく 挑戦やめる 

挑戦をつづけるか、やめるか、すなわち「アキラメないつづける」か
「アキラメる」かは意思なので「アキラメ易さ」という性格や「情熱
の持ち主か否かが上記にからむ。しかし、それ以上に、目的達成ニー
ズの強さの方が大きい要因である。 



5. 成功を妨げる最大の「カベ」
は何か 

以上の検討より、 

成功を妨げる最大の「カベ」 

すなわち挑戦を止めさせる 

最大の要因は「アキラメ」である。 



6. 成功を支える最大の「ちか
ら」は何か 

成功を支える最大の「ちから」は、 

「アキラメない」マインド（態度）、 

すなわち「メラキ直り」である。 

 

「メラキ直り」とは、つらく苦しいマイ
ナスを持つ「アキラメないつづける」こ
とを容易にした発想法である。 



7. 凡人と天才の違い、そこから
学ぶこと 

達成ニーズ弱ま
る 

カベをネガティ
ブととらえる 

アキラメる 

（開き直る） 
成功できない 

達成ニーズ強ま
る 

カベをネガティ
ブと捉えない 

アキラメないつ
づける＝メラキ

直る 
成功できる！ 

 凡人（99.9%) 
カベ＝破れないもの/邪魔するもの 

 天才（0.1%以下) 
カベ＝破れるもの/破ると価値大なもの/破る後の果実の味を知る 

手段 心 結果 

心 手段 結果 

目
的
が
主
体
に
と
っ
て
の
価
値
観
や
好
み
に
合
う
か 

合
わ
な
い 

合
う 



≪学び≫ 

1. カベをネガティブと捉えず、 

 アキラメない続ける＝メラキ直る 

 

2. 凡人と天才の違いは「心」の違い 
  ※「心」＝カベに対する考え方、態度 

 

3. 達成ニーズが強いと「カベ」は邪魔
ものにならない 


